
第２学年２組数学科学習指導案 

令和３年10月26日（火）第３時限

 指導者 長縄 正芳 

１ 単  元 図形の調べ方 

２ 指導計画（16時間完了） 

第１次（10時間） 基本的な平面図形の性質を基に，新たな図形の性質を説明したり論理的に
確かめたりする（本時５／10）。 

第２次（３時間） 合同条件を使った証明の進め方を知る。 
第３次（３時間） 図形の調べ方の基本を確認し，さまざまな問題を解く。 

３ 本時の指導 

(1) 目  標 ○ 多角形の内角の和を求めることができる。 （知識・技能） 

○ 三角形の性質を基に多角形の内角の和について説明することができる。

（思考・判断・表現） 

(2) 指導過程〔◎:ＩＣＴ活用ポイント（教師） ◆：ＩＣＴ活用ポイント（生徒）〕

時間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

５ １ 本時の学習目標を知る。 

(1)多角形の内角の和について考える。

○ 三角形の内角の性質を確認する。

○ 四角形の内角の和について考える。

○ 五角形，六角形，…の内角の和につ

いて考え，予想する。

(2)本時の学習目標を知る。

 三角形の性質を基に多角形の内角の和に

ついて調べ，説明しよう。 

◎ スライドを使って，図を示す。

○ 周囲の人と確認や相談をさせながら考えさ

せ，本時の学習目標へとせまっていく。

○ 三角形の性質を利用することで，多角形の

性質を説明することができることを示す。

２０ 

(25) 

２ 多角形の内角の和について調べる。 

(1)本時の課題を知る。

○ 課題「多角形の内角の和について調

べよう」の取り組み方を知る。

・対角線をひき，いくつかの三角形に

分け，三角形の数を確認する。

・三角形の内角の性質から，多角形の

内角の和を求める方法を考える。

・説明をする。

(2)本時の課題に取り組む。

○ 周囲の人と相談したり調べたりしな

がら，自分の力で学習ボードにまとめ

る。

◆ 調べたことを学習ボードにまとめる。

◆ 八角形，九角形について予想し，表

にまとめる。

◆ まとめたことから多角形の内角の和

の求め方を自分の言葉でまとめる。

○ 隣の人に説明する。

○ 多角形の内角の和の求め方を考えさせる。

○ 四角形を例に，調べ方を例示する。

○ その他に三角形に分ける方法はないか考え

させる。

◎ 課題の流れをスライドで示す。

【Ａ】       【Ｂ】

○ 【Ａ】，【Ｂ】のどちらの考え方で調べる

か，ペアで決める。

○ 机間指導をし，必要な生徒に対して支援を

する。

○ 自分のペースで取り組ませる。できる生徒

はどんどん進めさせる。

◆ 一定の時間が経過したところで，調べたこ

とを隣の人に説明させる。

◆ 困ったら，他の人の学習ボードをヒントに

考えさせる。



(3)多角形の内角の和の求め方について

まとめる。

○ 教科書 p.104 を読み，まとめる。

○ 時間になったら，活動を切り上げさせ，多

角形の内角の求め方についてまとめさせる。

◆ まとめきれなかった場合，他の人の学習ボ

ードや表をヒントに考えさせる。

２０ 

(45) 

３ 問題演習をする。 

(1)教科書 p.104 問５，p.105 問６に取り

組む。

(2)自分の目標や学習内容の理解度に合っ

た問題を選び，問題演習を進める。

◆ 学習の記録に目標を書く。

◆ 自分に合った問題を選び，自分のペ

ースで進める。

・フォームの問題に取り組む。

・学習アプリに取り組む。

・問題集に取り組む。

(3)振り返りをする。

◆ 学習の記録に記入する。

○ これまでに調べたことを基に，問題に取り

組ませる。

○ 机間指導をし，必要な生徒に対して支援を

する。

◎ 今日の問題演習の目標をシートに入力させ，

目標を宣言させる。

◎ 自分の理解度に合った問題に取り組ませる。

○ 机間指導をし，必要な生徒に対して支援を

する。

◆ 学習の振り返りをシートに入力させる。

(3) 情報活用の計画

① Google Classroom に掲載する授業内容と指示，問題について〔ＬＳＭの構築〕

・授業内容と指示（別添参照）

・問題の掲載（別添参照）

② 学習ボード（Jamboard）を共有する（別添参照）。

・他の人と考えを共有し，自分の考えを深める。

・他の人の学習ボードをヒントに，学習を進める。

③ スプレッドシート「今日の目標と振り返り」の活用〔学習ログの蓄積〕（別紙参照）

・学習についての目標と振り返り，自己評価を蓄積する。

・学習についての理解などをメタ認知させ，学習の自己調整に活用する。

④ Google フォームを活用して問題演習を行う（別紙参照）。

・自分の理解度に合った問題を選択できるように，レベル別に複数の問題を用意する。

・フォーム内に問題の達成度と自己評価の質問を設け，学習ログを収集する。

・収集した学習ログを基に授業を振り返り，授業改善や指導に活用する。

４ その他 

(1) 他の人と学習ボードや表などを共有しながら学習を進められるようにする。

〇 他の人と共有することで，自分の考えを深めたり学習を進める参考にしたりする。

(2) 個別に適した学習ができるように，問題演習の場面を工夫する。

① 自分のペースで学習を進めたり，自分に合った問題を選んだりすることができる場面の工夫。

② 教師は，机間指導をし，必要な生徒に対して個別に支援をする。

(3) 個人の目標を意識させて取り組ませ，振り返りをする場面をつくる。

① 問題演習の前に，目標をシートに入力し，宣言させる。

② 問題演習の終わりに振り返りをシートに入力させる。

③ 自分の学びの調整に活用できるように，記録を蓄積する。



別紙資料 

１ Google Classroom に掲載する授業内容と指示，問題について〔ＬＳＭの構築〕 



２ 共有をしながら学習を進める〔クラウドの活用〕 

　・学習ボード（Jamboard）を共有しながら，調べる

【Ａ】 【Ｂ】 

　・調べたことを表にまとめる（共同編集）

　・多角形の内角の和の求め方を自分の言葉でまとめる（共同編集）



３ スプレッドシート

「今日の目標と振り返り」の活用〔学習ログの蓄積〕

４ Google フォームを活用して問題演習を行う（個別最適な学び，学習ログの蓄積） 




